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From the Department of Urology, Keio University School f Medicine
   We report the results and complications of 103 consecutive patients who underwent percutane-
ous removal of renal and ureteral stones. The overall clinical success rate was 80.6%. For the 
recent 33 cases in which UL-arm fluoroscopy was used, however, the success rate was as high as 
87.9%, which was considered to be due to easier establishment of percutaneous direct access. 
   The most common complications were bleeding (18.5%), extravasation (15.5%) and fever (9.7 
%). Four cases with significant bleeding required arteriography, but there were no sign of arterio-
venous fistula nor pseudoaneurysms in any cases. To study renal parenchymal damage in the per-
cutaneous procedures, plasma renin activities (PRA) were compared in 54 cases after six months. 
However, significant elevation of PRA did not occur in any case.
(Acta Urol. Jpn. 36: 997-1001, 1990)




















































結 石 の状 態 規定Dに つ いて み る と,103例 の うち長
径30mm以 下 の 単 発結 石(DN1,DS3～5)は58例
で,腎 孟 腎杯(R.2)29例,腎孟 尿 管移 行 部(R3)ll
例,上 部 尿管(U1)18例 で あ った.珊 瑚状 結 石 を除
く腎 孟 腎 杯 尿管 の 多発 結 石(DN2)は16例 であ り,
珊瑚 状 結 石 は29例で あ った.
結 石 の 成分 分 析 を 施行 しえ た91例の うち,蔭 酸 カ ル
シ ゥ ム,燐 酸 ヵ ル シ ウムお よび両 者 の混 合 結 石 の しめ
る割 合は89.0%で あ った,そ の ほ か尿 酸 結石3例,
magnesiumammoniumphosphate(struvite)結石
4例,お よび シ ス チ ン結 石4例 で あ った(Tablel).
麻 酔 は,全 例 全身 麻 酔 と し,19例を 除 き全 例 一期 的
に 砕 石 した.腎 痕 造 設 手技 に お い ては,初 期70例では
超 音 波 監視 下 に 腎 穿刺 を行 い,さ らにC-armを 併 用
して行 った 。1987年8月以後,当 科 では経 皮 的 腎 痩造
設 手技 を 放射 線科 医師 と共 同 して 行 って お り,新 た に
レソ トゲ ソ透視 装 置 と してLU-arm(GE社,DF
5000)を導 入 した,こ の 装 置を 用 い て腎 痕 を作 成 した
症 例 は33例で あ り,こ の た め以 下 文 中で は 同時 期 を 境
と して前 期 と後 期PNL症 例 に 分 類 した.腎 穿 刺 前
に は 原則 と してUPJオ ク ル ー ジ コ ン カ テ ー テ ル
(Cook社,USA)を 併 用 した.ま た 穿刺 は,第12
肋 骨下 よ りの 腎杯 穿 刺 を原 則 と した が,19例で は肋 間
よ り穿 刺 を施 行 した.
砕 石は 原 則 と して,硬 性 腎 孟鏡 下 に超 音 波 砕石 装 置














1)結 石 除 去 率
対 象 とな った103例の うち,TX(1)-oは55例(53.4
%)で,TX(1)-1の28例 を含 め た 臨床 的成 功 例 は83
例(80.6%)であ った.結 石 のsizeで分 類 す る と,
長 径20mm以 下 の64症例(DS2～4)で は,TX
(1)-0が45例(70.3%),臨床 的成 功 例54例(81.3%)
で あ るの に 対 し,長 径21mm以 上 の症 例(DS5～
6)で はや や 残石 率 が 増 加 した(Table2).また 結 石
の 個数 か ら分析 す る と,単 発結 石(DNl)58例 で は
TX(1)-0が39例(79.6%),臨床 的成 功 例50例(93.9
%)と きわ め て良 好 な成 績 で あ った が,腎 孟 あ るい は
尿 管 と腎杯 に 散 在 した 多 発結 石 症 例(DN2)16例 で
はTX(1)-0が8例(50.0%),臨 床 的 成 功例13例
(81.3%)とや や残 石 が 多 か った 。 珊 瑚 状結 石29例 に
対 して は,計47回(平 均1.62回)のPNLを 施 行 し,
TX(1)-oが8例(27.6%),臨 床 的 砕 石成 功 例20例
(70.0%)と不 良 で あ った が,概 算 面 積 に 対 す る80%
以 上 の砕 石成 功 例 は26例(89.7%)であ った(Table
3).
また1987年8月 以後 施 行 され た 後 期PNLに お け
る珊 瑚 状 結石13例 に 関 して み る と,TX(1)-05例
(38.5%),臨床 的成 功 例10例(76.9%)と比 較 的 良 好













































































































































































しえた.そ の他,敗血症1例,肺 水腫1例,尿 嚢腫1
例,穿 孔17例,発熱(38。G以上)9例,結 石腎外逸
脱3例,麻 痺性イ レウスi例などを認めた.ま た後期
合併症(術後1週 間以内)と しては,前述の腎痩抜去
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